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研究要旨 
本邦には約 150 万人の B型肝炎感染者が存在すると推定されている。一方、B型急性肝炎に関する疫学情

報は少ない。本研究では、1999 年 4月から 2015 年 12 月までの間に感染症法に基感染症サーベイランス事業
で届け出された B型急性肝炎 4273 症例について報告する。近年、B型急性肝炎の報告数に減少傾向は見られ
なかった。感染経路の検討から、B型急性肝炎には性的接触の対策が重要と考えられた。一方、感染経路が
不明な症例が多く、また自覚症状が無く、感染に気がついていない症例が多い可能性が示唆された。 

（本研究は感染研疫学センターと共同で行われた） 

 
 
Ａ．研究目的 
 B 型肝炎の発生動向の把握は、1987 年に感染症サ
ーベイランス事業の対象に加えられ、全国約 500 カ
所の定点病院からの調査として開始された。その後、
1999年4月の感染症法施行により、四類感染症の「急
性ウイルス性肝炎」の一部として全数把握疾患とな
り、さらに 2003 年 11 月の感染症法の改正に伴い五
類感染症の「ウイルス性肝炎（E 型肝炎及び A 型肝
炎を除く）」に分類され、その発生動向が監視されて
いる。届出基準に基づき診断したすべての医師に、
診断後 7日以内に保健所への届出が義務付けられて
いる。本研究では、感染症法のもとで、診断・報告
された急性肝炎について報告する。 
 
Ｂ．研究方法 
(1) B 型急性肝炎の疫学 
 現在、日本には約 150 万人の B型肝炎感染者が存
在すると推定されている。一方、B 型急性肝炎に関
する疫学情報は少ない。本邦での感染症法に基づく
感染症サーベイランスは感染源の発生や流行を探知
することができ、蔓延を防ぐための対策や医療従事
者、国民への情報提供に役立っている。本研究では、
1999年 4月から2015年 12月までの間に届け出され
た B型急性肝炎 4273 症例の年別発生状況、年齢別分
布、都道府県別報告状況、症状、感染経路等につい
て解析した。 
（倫理面への配慮） 
 情報については匿名化し、研究班では個人情報を
保持しない。また、情報公開の際も個人を識別でき
る情報は排除する。 
 
Ｃ．研究結果 
(1) B 型急性肝炎の疫学 
 

 
 B 型急性肝炎患者の年別発生症例数は、1999 年か
ら2003年まで減少傾向(502症例から249症例)であ
ったが、その後ほぼ横ばいに転じている(243 症例か
ら 178 症例)。年齢別の報告数は、男性では 25～29
歳にピークが認められ、女性では 20～24 歳にピーク
が認められた。14 歳以下の小児及び 70 歳以上の高
齢者の報告は少なかった。報告された B 型急性肝炎
4273 症例は、男性 3162 例、女性 1111 例で、男女比
(男/女)が 2.8 であった。都道府県別の人口 100 万人
あたりの報告症例数は、宮崎県(38.2 例)、岡山県
(37.5 例)また広島県(33.1 例)に多く、一方、B型急
性肝炎の報告が 5 例以下の県もあり、地域によって
大きな偏りがあった。2006 年 4月以降に報告された
B型急性肝炎1934症例の初発症状について調べたと
ころ、肝機能異常は 1493 症例(77%)、全身倦怠感は
1412症例(73%)、黄疸は1163症例(60%)に認められ、
他の症状には褐色尿、発熱、嘔吐などが観察された。
感染経路別(複数回答含む)に分類したところ、性的
接触 2526 例(59%)、血液または血液製剤 35例、母子
感染 24例、静脈注射使用 9例であった。また、原因
不明は 1690 例(39%)であった。性的接触のうち、男
性の異性間接触は 1501 例(76%)、男性の同性間接触
は 303 例(15%)であり、女性の異性間接触は 545 例
(95％)であった。 
 
Ｄ．考察 
 近年、B 型急性肝炎の報告数に減少傾向は見られ
なかった。感染経路の検討から、B 型急性肝炎には
性的接触の対策が重要と考えられた。一方、感染経
路が不明な症例が多く、また自覚症状が無く、感染
に気がついていない症例が多い可能性が示唆された。 
 
Ｅ．結論 
 B 型急性肝炎の発生動向の全数把握は予防対策、



 

 

啓発活動に大変有効であると考えられた。感染予防
対策を構築する上でも、医療関係者に届出義務を周
知する必要性があると考えられる。 
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